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社会生活で必要となる論理的な表現力を育成する指導及び評価のあり方
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社会生活で必要となる論理的な表現力を育成する指導及び評価のあり方

1主 題設定の理由

1高 校生の言語生活

文化庁文化部国語課の 『世論調査報告書 平成12年 度 国語 に関す る世論調査[平 成13

年1月 調査]家 庭や職場での言葉遣 い』によると、普段の生活 で接す る人やテ レビで見る人な

どの言葉遣いが乱れている、 と感 じる人は全体の9割 、..%に 及ぶ とい う調査結果が報告 さ

れている。また、同報告書で 「どの年齢層の言葉遣いが乱れているか」 とい う設問に対 して、

中学生や高校生の年齢層 と答えた人が54.0%お り、過半数の人が中高生の言葉の乱れ を意識 し

ている。 これに、20歳 前後 から30歳 前 ぐらいまでの若者 と答 えた人(26.7%)を 加 えると、

全体のほぼ8割 に達す る。

同報告書では、情報機器 と言葉 との関わ りについても調査 を行 っている。携帯電話の話 し方

についての設問では、用件のある時に話す、 とい う回答が圧倒的 に多かったが、20代 以下で

は 「特に用件 のないお しゃべ りをす ることが多い」 「だ らだ らと長 く話す ことが多い」 と答 え

る人が2～3割 いた。 また、電子メールのや りとりで感 じることとして、若年層ほ ど言葉遣い

や顔 文字で親 しみ を増す 、と答える傾 向が顕著であった。

このような報告 を踏まえなが ら、現場に立つ教師 として高校生の言語生活の実態 をみてみる

と、話 しことばに関 しては、親 しい関係 の相手と話す ときには場面や相手の立場を考 えること

ができるが、改まった場で多人数を前 にした ときなどに状況に応 じて話す ことが難 しくなるよ

うである。書きことばに関 しては、電子メールでのや りとりが普及す るにつれて、①要点だけ

を捉えた簡潔なや りとりができるようになった、②話す ように書 けるので、思ったことが言 い

やす くなった、とい うよ うに、書 きことばに親 しみやす くなった面 も否定できない。 しか し、

これはいわば書 きことばが話 しことば化 された現象であるとも言 え、書かれた文章の実態は、

断片的な表現や仲間同士の言葉 を使 った ものであった り、単語 を並べただけの言葉や流行表現

に依存 したものであった りしている。高校生の言語生活環境では、仲間以外の他者 に対 して表

現す る機会はそれほど多 くはない。意見や事実の説明を書 く経験 は少なく、論理性に気を配っ

て書 く経験 には乏 しい。すなわち、気心の知れた仲間同士でのや りと りが中心とな りがちなた

め、相手の立場や 目的 ・場面な ど状況 に応 じて表現 を工夫 して使 い分けた り、論理的に表現 し

た りするとい った、社会人 として必要 とされ る言語能力が十分 とは言えないのが実態である。

2高 校生の話す こと ・書 くことに関す る実態調査

今回、 この研究 を行 うに 当たって、研 究員が所属す る都 立高校10校 の生徒計671名 を

対象 として、高校生の 「話す こと ・書 くこと」に関す る実態調査 を行 った。以下、調査結果

を6項 目にま とめた。

(1)高 校生が関心を持 っていること

まず は、高校 生が関心 を持っているものを質問 した。1位 が趣味、部活動、2位 が進路、

3位 が友人の順 に、回答数が多かった。反対に、最近 の社会問題 、ボ ランテ ィア活動等 の回

答 を寄せた生徒 は少ない。 この結果 か ら、 自分 に身近 な事柄 には関心 をもっているが、社会

的な事柄 には関心をもちに くい現在 の高校生の姿が うかが える。

(2)高 校生が身近 に接 してい るもの

次 に、調査 の直前1週 間に、生徒が どのよ うな情報媒体 に接 したかを尋ねた。671名 中
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612名 と、1位 は圧倒的に携帯電話 ・電話であった。2位 は596名 のテ レビ、3位 は5

61名 のCD・MD・ カセ ッ トテープ レコーダーだった。 携帯電話 で頻繁 に会話 をや りと り

し、 メール を送 り、家ではテ レビを視聴 し、CD等 で音楽に親 しむ、現代 の高校生像が浮 か

び上がって くる。 しか し、注 目すべ き点は、新聞の444名 、本の342名 である。毎 日と

は限 らないが、66%の 生徒 が新聞 を、51%の 生徒 が本 を読 んだ とい う結果は、彼 らが活

字文化 を全 く否定 しているわけではないこ とがわか る。

(3)身 近な人 と話す経験、書 く経験

調査の直前1週 間にお ける身 近な人以外 との話す機会、書 く機会の有無を聞いた ところ、

話す方では、機会 あ りが37%、 書 く方では機会 あ りが7%と な り、身近な人以外 とコミュ

ニケーシ ョンを行 う機会 が本 当に少 ない ことがわか る。 身近 な人以外 としてあげ られ た話 し

相手は、買い物 を した際 の店員、近所の人等が 目立 ち、そ こでは 日常会話の範囲で済む場合

が多い。

(4)わ か りやす く人に話す ことができるか

家族 に、友人に、学級 に、全校生徒 に、進路希望先 の面接官 に とい う5つ の対象者 に関 し

て、 よくで きる、できる、あま りで きない、できないの4段 階で答 えて もらった。家族か ら、

進路希望先へ と、論理的に話す能力の必要性 が増す に従 って、逆 にわか りやす く話す ことが

で きるとい う生徒 の回答 が減 って くるのが現状である。

(5)文 章を書 く頻度

私的な 日記、公的な 日誌 、メモ、手紙、メール、作文 ・意 見文、 レポー ト、投書 ・投稿、

創作に関 して、書 く頻度 を、よく書 く、たまに書 く、ほ とん ど書 かない、全 く書かないの4

段階で回答 して もらった。 メールの頻度は高 く、全体 の76%が よ く送 る、たまに送 る と答

えている。 メモや手紙 も、半数近 くが、 よく書 く、たまに書 くと答 えている。 生徒 は、親 し

い相手 とのつ なが りは大切 に し、気軽に コ ミュニケー シ ョンを行 っているよ うである。 とこ

ろが、作文 ・意見文、 レポー ト、投書 ・投稿、創作 といった、読 み手 を限定 しないで、書き

手に論理性 を要求す るよ うな ものに関 しては、8割 程度の生徒 がほ とん ど書かない、全 く書

かないと答えている。

(6)話 す こと ・書 くことに関 して身に付 けたいこと

最後に、話す こと ・書 くことに関 して身 に付けたい ことも聞いた0話 す ことに関 して は、

言葉遣いや敬語、相手を納得 させ る方法、話の構成の仕方 につい て学びたい と答えた生徒が

多 い。書 くことに関 しては、書 きたい ことをま とめる方法 、テーマに対応 して何 を書 くか、

その場に適 当な言葉遣いについて学びたい と答えた生徒 が 目立っ。

以上の調査結果 か らは、先 にも述べたよ うに、 自分を中心 とした狭い世界の中で、気持 ち

の赴 くままに、仲 間とコ ミュニーケーシ ョンを行 う生徒 の実態が見えて くる。 日常生活では、

これか らの社会で必要 とされ るであろ う、様 々な状況 に応 じて論理的 に表現をす るといった

表現力 を磨 く機会は少ないが、機会 があれば表現力 を向上 させ たい との思いがあることも、

調 査結果か ら読み とれる。

次ペー ジに代表的なアンケー トの回答 を集計 したもの を載せ る。
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3本 研究において 目指す もの

このよ うな状況を踏 まえ、高等学校国語 の授業改善 を 目指 して、私たちは 「社会生活 で必

要 となる論理的な表現力 を育成す る指導及び評価 のあ り方」 とい う主題 を設定 した。

前掲の文化庁による報告書の、平成13年 度版 『日本人の言語能力を考える』では、向上 さ

せ たい国語能力について次の ように報告 されている。書 くカについては 「内容が読み手に正 し

く伝 わるよ うに文章を書 くカ」(46.8%)、 話す力にっいては 「自分 の考えを筋道を立てて述べ

伝 える力」(43.4)を 向上 させ たい能力 としてあげた人の割合 が高かった。いずれ も、論理的

な表現力の育成 を求めているものと考えられる。 あわせ てここで、 日本人の国語能力を向上 さ

せ るための方策 を尋ねた設問に、一番多 くの人が 「学校での国語教育の充実を図る」(61.5%)

と回答 していることも付記 してお く。

以上の こ とか ら、私た ちは、 「話す こと」「書 くこ と」 の各領域 において、次のよ うな研

究仮説 を立てた。 「話す こと」で は 「改まった場 で論拠 に基づいた表現を行 うことに よって、

自己の論理的 な表現力 を磨 くことがで きるで あろ う」、 「書 くこ と」で は 「他校 の生徒 と相

互評価を行 う機会 をもつ こ とに よ り、 自己の表現力を客観的 に再認識す ることが可能 とな り

社会生活 で必要 となる論理的 な表現力が身に付 くであろ う」 とい うものである。なお、単元

設定 に当たっては、新 しい学習指導要領の必履修科 目 「国語表現1」 を念頭 に置いた。
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II主 題解明の方法

1「 話す こと」の領域

高校生が仲間同士で使 う表現には、断片的で直感的な ものが多 く見受けられる。話す ことの

領域 では、それ らの断片的な表現や仲間同士の言葉、単語 を並べ ただ けの言葉や 流行表現な

どを、社会一般に通用す る論理的な表現へ変化 させ るこ とを 目指 した。個人的な感覚 の言 葉

だけに頼 るのではな く、よ り社会的な意識 を持 って表現するカ を育成するために、明確 な論

拠 を持 って話をすること、社会一般 で通用する語い ・話 し方を意識す ること、聞き手を意識

した話 し方に気を付 けることな どが必要 である と考えた。

具体的には、 「スピーチ」 「デ ィベー ト」 「番組作 り」 といった3っ の活動を関連付 けた単

元の設定 によって主題の解明 を 目指す こととした。 「ス ピー チ」 では、人前で話す とい う経

験 をす る点に主眼を置 く。 「デ ィベー ト」では、論理的 な表現 をす るためには論拠 が必要 で

ある とい うことを理解 さす る とい う点にね らいの 中心を置 く。 「番組作 り」では、 自分 の意

見 と違 う他者がいること、反論が あることを想定 しなが ら自分たちの主張を表現す る とい う

点を最重要 と考え、音声表 現を中心に構成 した。

学習過程 は次の ように構想 した。

「ス ピー チ」については、 この単元に入 る以前に、授業の 冒頭若 しくは最後の5分 間な ど

に3人 ずつ行 うな どの工夫を しなが ら、生徒全員が実践 し経験 しているとい う状況 を作 って

お くもの とす る。 その中で、話 し方の練習 を行ってお く。

第1時:「 デ ィベー ト」及び 「番組作 り」の基礎 、チーム作 り、テーマ選び

第2時:「 デ ィベー ト」 に向 けての話 し合い

第3時:「 デ ィベー ト」 ゲーム①

第4時:「 デ ィベー ト」 ゲーム②

第5時:「 番組作 り」に向けての話 し合い、作成

第6時:「 番組」発表

第7時:評 価、まとめ

第1時 では、 「デ ィベー ト」 と 「番組 作 り」の内容 とね らいにっいて解説 を行 い、授業計

画 と学習のね らいを明 らかにす る。 チームに分かれ た上で、提示 されたテーマにつ いて肯定

側 ・否定側 の どち らを担 当す るかを決 定す る。テーマにっいては次のよ うなものが想定で き

る。 「小学校か ら英語教育を導入す べきである」 「サマー タイム を導入すべ きである」 「公共

交通機 関の優先席 は不要であ る」等であ る。第2時 では、 「デ ィベー ト」のための班別話 し

合いを行 う。立論作成 にあた っての情報収集 、分析 、構成力な どが求め られ る。第3、4時

で行 うデ ィベー トでは、立論構成 に加 え、討論の相手方に主張が適切に伝わ る表現を意識す

るこ とや、相手 の考えを的確に理解す る力 も必要 となろ う。第5時 に、ディベー トで交わ さ

れ た相手方の意見を入れなが ら、数分の映像番組 を作成す る。説得力を持 った表現を行 う、

語尾や敬語表現な どに注意 を払 う、表情や声の トー ンに気 をっ けるな ど、聞き手 を意識 して

制作す るとい った ことも留意点 となるだろ う。第6時 では作成 された映像番組 を発表す る。

発表者が 自己評価 を行い、教師が講評 を行 う。第7時 に、この授業を通 して どの ような力が

身 に付いたか、ま とめと自己評価 を行 う。なお、学習過程 のポイ ン トご とに 自己評価、相 互

評価 を行 い、学習の成果を確認す るとともに、次時に向けてのね らいを明確に し、学習意欲

を喚起す るよ う工夫 した。
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2r書 くこと」の 領域

高校生の言語生活を観察す ると、ご く親 しい友人や家族以外 の人 と接す る機会が極 めて少

ない ことに気付 く。親 しい間柄では、一語文だ けでも、 ある程度の会話が成 立 し得 る し、論

理性 を欠いた表現で も相手が真意 を察 して くれ る。高校生は、 日常身近 な人々に用 いている

言語表現のみでは コミュニケー シ ョンが成 り立ち得 ない よ うな機会が少ないために、 自己の

論理的な表現力の欠如 を意識す ることも、そ うしたカ を養 お うとす る意欲 ももてず にいるの

が現状である。

こ うしたことを踏まえて、「書 くこと」の領域 では、親 しい間柄 ではない人 とコミュニケ

ー シ ョンを とる機会 を生徒 たちが もつ ことによ り
、 日常用いている言語表現 では不十分であ

ることに気付 き、社会生活 で必要 となる論理的な表現力を育成す ることを目指 した。

具体的には、面識のない他校の生徒 と小論文を交換 し、相互評価 と推敲を重ねる機 会を も

ち、①最低限の言葉のや り取 りや 日常用いている言語 表現 でも十分に言いたいことは伝 え合

えるだろ うとい う姿勢か ら抜 け出す こと、②事前 に何の共通認識 も持たない相手に対 して 自

分の意見や考 えを より的確 に伝 えるためには、論理的な構成や 目的に応 じた表現方法が必要

であることに気付 くこと、③相互評価 の積 み重ねの 中か ら他者の表現 の長所 を学ぶ とともに、

自己の表現 に欠落す るものに気付 くこと、④ 自己の表現力 を再認識す ることにより、 よ り論

理的 な表現力の向上を 目指す こと、の4点 の工夫 を行 った。

学習過程は次のよ うに構想 した。

第1時:論 理的な文章 とはどの ようなものか認識す る。

第2時:他 校 の生徒が読み、評価す ることを意識 して小論文 を作成す る。

第3時:他 校 の生徒の文章 を評価す る中で論理的に書 くこ との必要性に気付 く。

第4時:他 者 の評価 を受 け、 よ り論理的な文章 を書 く糸 口 とする。

第5時:再 び他校生徒 の小論文 を読み再評価す る。

第6時:前 時までの内容 を自己評価 し、論理的な表 現力が向上 してい ることを確認 す る。

第1時 で は、 日常生活 の中で、仲間内であるか らこそ通 じる省 略の多い表現や、断片的な

表現 を多用 していることに気付 くとともに、提示 されたテーマで小論文を作成 するための構

成 と論証 のた めに どの よ うな資料が必要か を検討 し、次時まで に資料 を収集 してお くよ う指

示す る。第2時 では、収集 した資料を有効に利用 して実際に小論文の作成 に取 り組む。また、

推敲する習慣 が身につ くよ う留意す る。第3時 で は具体的な評価の規準に従 って、他校生の

小論文に対 して意見文 を書 く。第4時 では他校生 によって記 された意見文か ら、身近な存在

ではない相手 には特 に論理性が不可欠であることを意識す る。 また書 き直す際には どこをど

う改善 したのかはっき り意識 して書 くよ うにする。第5時 で他校生の小論文 を再評価す る際

には、その論理性 の高ま りを確認す るとともに、 自己の意見文 の論理性 も高まっているか確

認す る。第6時 では、第1時 か ら第5時 までの内容 を通 して、 自分の文章を書 く意識が どの

ように変わったかを 自己評価 シー トを用いて確認す る。また、小論文を他校 生徒 と交換 し相

互評価 と推敲 を重ねてお互いの論理性 の高 ま りを実感す ることが、今後 において もよ りよく

書 こうとす る動機付 けとな り、資料 を収集 ・整理す る能力や社会生活で必要 とな る論理的な

表現力 を身にっ けるこ との必要性 を確かめることを期待 した。
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皿 研究の全体構想

1生徒の実態1
0ご く親 しい友人や家族以外 と会話 を した

り、文章 をや りとりした りする経験 に乏

しい。

○友人や家族以外 の人に 自分の言いたいこ

とをわか りやす く伝 える 自信 がない。

○場面や相手 に応 じた表現方法や話の構成

の しかた 、 自分の書 きたいこ とを順序 よ

くま とめる方法を身にっ けたい と思って

い る。

0社 会人 として必要 とされ る論理的な表現

力が不十分である。

1新学習指導要領から

○ 自分の考えを もって論理的に意見を述べ

た り、相 手の考 えを尊重 して話 し合 った

りす る。

○情報 を収集 、整理 し、正確かっ簡潔に伝

える文章にま とめる。

○ 目的や場に応 じて、言葉遣いや文体な ど

表現 を工夫 して話 した り書いた りす る。

○様 々な表現についてその効果 を吟味 し、

自分 の表現や推敲 に役立て る。

○ 自己評価や相互評価 を行 う。

0社 会生活 を充実 させ る態度 を育てる。

↓

研 究 主 題

社会生活で必要となる論理的な表現力を育成する指導及び評価のあり方

唾 究仮説11
改まった場 で論拠 に基づいた表現 を行 う

ことによって自己の論理的 な表現力を育て

ることがで きるであろ う。

《主な学習活動 》

○学習過 程のポイ ン トごとに、評価 シー ト

を用いて、 自己評価 、相互評価 を行 う。

Oス ピーチを行 う(事 前準備 として)。

○参考映像を もとにディベー トゲー ム、番

組作 りの基礎 を学ぶ。

○デ ィベ ー トゲームのための情報の収集 を

行 う。

○デ ィベ ー トゲームを行 う。

○番組作成 を行 う。

○番組発表 を行 う。

1研究仮説21

他校 の生徒 と相 互評価 を行 う機 会を もつ

ことによって自己の論理的な表現力を育 て

ることがで きるであろ う。

《主な学習活動 》

0小 論文作成 のための資料収集 、整理 をす

る。

○他校生が読む こ とを意識 して小論文 を作

成す る。

○他校 生の書いた小論文を評価する。

○他校生によ り評価 され た小論文をよ り論

理的な文章 とな るよ うに書 き直す。

○他校生が書 き直 した小論文 を再度評価す

る。

○ 評価 シー トを用いて 自己評価を行 う。
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N-1指 導の実際

改まった場で論拠に基づ いた表現 を行 うことによ って、 自己の論理的な表現力を育てる指導

の工夫

1単 元設定の理 由

前掲の文化庁の報告や本研 究に先立 って行 ったアンケー トの分析結果か らも うかがえるよ

うに、現在の高校生の話す相手は身近 な人の割合 が圧倒的に高い。 したがって親 しい仲間内

での会話はす るが、改 まった場 にお いて、社会生活 で通用す る言葉 を用いて論理的に 自分の

考 えや意見を述べ る機会は不足 していると考えられ る。そ こで 「話す こと」の領域では、授

業 の中で生徒全員が改まった場 で話す機 会を与え るとい う単元を設定することとした。その

学習活動 を通 して、論理的に表現す るこ との重要性 を学ぶ とともに論理的 な表現力 を身 に付

けることを目指 した。

具体的 な学習活動 としては、前述の よ うにスピーチ、デ ィベ ー ト、番組作 りと、学習 内容

を関連付 けなが ら学習 を進め、論理的 に話す ことが無理な く学べ るよ うに と考えた。 まず、

ス ピーチでは、一つのテーマにつ いて人前で話す ことを経験す る。そ してデ ィベー トでは、

その経験 を踏 まえて、相手 を論破 し自分の意見を的確 に伝 え るためには、感覚的 、断片的な

言葉ではな く、明確 な論拠が必要 であることを意識す ることを目指 した。本単元の最終段階

の番組作 りでは、直接 は相手の反応が見 えない状況 で自分の考えを伝 えなけれ ばならない。

その場での反駁や修 正は行 えないので、制 作段階で相手か らの反駁 を確 実に予想 しなけれ ば

な らない。 したが って、デ ィベー トとは一味違った論拠 と構成 力が必要 とされるよ うになっ

て くる。 また論点 を明確 にす るための資料や 図表の効果的な活用 も要求 され る。

デ ィベー ト、番組作 りともに、評価者 も論理的な説得力の有無 とい う規準で評価す るこ と

になるので、 自然 に 「論理性」 を意識す ることにな る。発表す る側だ けでなく、聞 く側 の生

徒 も同時に学ぶ ことができるよ うに と考 えた。

2指 導の工夫

① ス ピーチ、デ ィベー ト、番組作 りと、三っの活動を関連づ けて、論理的な表現力や構成 力

を身 に付 けるよ う工夫 した。

②全員がス ピーチを行 うとともに、 グループでデ ィベー トや番組作 りに取 り組む ことで、 ク

ラス全員が実際に体験す ることを可能に した。

③ グループ内で役割 をもっ ことに より、主体的に取 り組めるよ うに設 定 した。

④ デ ィベー トと番組のテーマ を同 じものにす ることで、それまでの学習活動 をより具体的 に

活用できるよ うに した。

⑤評価シー トやアンケー トを用いて 自己評価、相互評価がで きるよ うに した。

3評 価の規準

① 自分の考えや意 見を的確 に伝 えるための論拠 の必要性 が理解 できたか。

②改まった場 での論理的な話 し方や語いが身につ いたか。

③人前で話す ことが学習前に比べて苦 にな らな くなったか。

④収集 した資料 を効果的に使い、意欲的に活動に参加 できたか。

⑤聞 き手や評価者 としての規準 が理解 できたか。
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4単 元の指導計画

(D単 元名 「論理的に話 そ う!ホ ップ ・ステ ップ ・ジャンプ」

(2)単 元の 目標

① 明確な論拠 をもち、 自分の考えが相手に伝 わるよ うに話をす る。

② 改 まった場 、実際の社会生活 で通用する語 いや話 し方を身 に付 ける。

③ 聞 き手を意識 して、わか りやす く話す。

④ 意欲 をもって、主体的 に学習活動 に取 り組む。

⑤ 聞き手や評価者 として必要な態度学び、評価 の規準を理解す る。

(3)学 習活動 の概要(7時 間)

この単元に入 る前に、生徒 たちが話す ことに関 して どの よ うな意識 を持 っているかアンケー

トを行 う。

事前 ① ス ピーチの概論 ・留意点を確認す る。

準備 ②全員がス ピーチを経験す る。

(毎時間の 冒頭又 は最後に 、1人2

分程度3人 ずつ行 う)

③ス ピーチを集 中 して聞 く。

(メモを取 る、発表者 を注視す る)

④ス ピーチ後に評価 シー トを記入。

⑤チーム作 り。(4チ ー ム)

① ア ンケ ー ト結 果 か ら問題 点 の確 認 。

② 参 考 映 像 を見 る。

(NHK「 視 点 ・論 点 」 「クローズ アップ.現

代 」 や他 校 の デ ィベ ー ト実 践 例)

③ 「デ ィベ ー ト」 「番 組 づ く り」 の 基

礎 を 学 ぶ 。 立 論 ・質 疑(尋 問)・ 反

駁 か らな る、 ター ン制 の デ ィベ ー ト

ゲ ー ムの 基本 ル ール を知 る。

④ チー ム内 の役 割 分担 を行 う。

(デ ィベ ー ト ・番 組)

⑤ テ ー マ選 び を行 う。(2つ)

「英 語 の 早 期 幼 児 教 育 をす べ き で あ

る」 な ど

○時間内 に話 をま とめるように注意す る。

○話 し手 に評価 をフィー ドバ ックす る。

○次回以降、気を付 ける点を伝 える。

◇改まった言葉遣 いになっているか。

◇話す姿勢(視 線 ・声の大 きさ ・口調 な ど)

は適切か。

◇論理に一貫性 はあるか。

◇的確な語 いを使用 しているか。

◇ 聞 く姿勢はできているか。

○身近な人以外 と話す機会 が少 な いこ とを

確認す る。

0デ ィベ ー ト、番組作 りの手 引きを作 成 し

てお く。

O具 体的な映像資料 を用いる。

○テーマ(デ ィベー ト、番 組共通の もの)

を教員 側で複数用意 してお く。

○肯定側 ・否定側 の どちらになるかは抽選

等で決 定す る。

○次回の準備 と して、各人調べ てメモ を作

成す るよ うに指示す る。

◇基本的な方法 を理解できたか。

◇論拠や情報 の有効性 を意識 できたか。

今単元におけるデ ィベー トゲームは、以下の時間配分 で行 う。

肯定側立論3分 質疑(否 定か ら肯定)2分 作戦タイム1分

否定側 立論3分 質疑(肯 定か ら否定)2分 否定側第一反駁3分

肯定側第一反駁3分 否定側 第二反駁3分 肯定側第二反駁3分
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2

3

～

4

5

6

7

①情 報収集、話 し合いを行 う。

②デ ィベ ー トのた めの計 画シー トを作

成する。

③評価 シー トの記入を行 う。

① 「デ ィベ ー ト」 ゲ ー ム を行 う。

(1時 間1～2チ ー ム)

②評 価 シー トの記 入 を行 う。

(聞 き手 は判 定者 と して 他 己評 価 ・

デ ィベ ー ト参 加者 は 自己評価 をす る}

①前回 のデ ィベ ー トの反省点 を話 し合

う。

② 評価 シー トに、問題点 を整理 して書

く。

③問題 点をふ ま えなが ら、番組 の原 稿

を作成す る。 また、必要 な資料や パ

ネル な どを作成す る。

④準備がで きた班は録 画す る。

① 「番組」 を発表す る。

(録画 した ものを放 映 し、 クラスで

見 る)

②評価シー トを記入す る。

① これまでの活動 の映像を見る。

② 前回の評価 シー トの内容 を発表す

る。

③教師か らの評価、講評 を聞 く。

④本 単元 全体 を終 えての 自己評価 をす

る。

○情 報の信頼性 と収集 の仕方(図 書館 ・情

報機器の利用 な ど)に ついて助言す る。

◇ 信頼性 の ある情 報に基づいてい るか、有

効 な情報を取得で きたか。

◇論拠に基づ く内容になっているか。

○ どちらが優位 であったかの判定のみ行

い、詳細な評価 はま とめの時間に行 う。

○デ ィベー トの様子を録画する。

◇改 まった言葉遣いができているか。

◇論拠に基づ いて構成 しているか。

◇資料は効果的 に使われているか。

○デ ィベー ト出場者 と見学者 それ ぞれ の視

点か ら、論拠や話 し方などを検討す る。

O発 表者は1人 とは限定 しない。

○録画の方法等 を指示す る。

◇ 自主的に会 を運営 し、積 極的に班活動 に

参加す ることがで きるか。

◇問題 点 をふ まえて、効果的な論の構成 が

たて られ るか。

◇効 果 的 な 資 料 の活 用 がで き るか。

○番組 を評価す ることで、説得力の ある話

し方や構成、資料 の扱い方 を意識する。

◇改まった言葉遣 いがで きてい るか。

◇ 聞き手 にわか りやす い構成 を工夫 してい

るか。

◇論拠 に基づいた説得力ある内容か。

◇評価か ら論理 的な表現の あ り方 を整理 す

ることがで きるか。

○デ ィベー トや番組 の映像か ら、幾つか場

面 を取 り上 げ、論理的 で効果的 な表現 を

確認す る。

○前回の評価 シー トの記述や発表か ら、生

徒 が 自主的に論理的 な表現の注意点 を挙

げ られ るよ うにす る。

○出てきた意 見を板書 し、整理す る。

◇ 改まった場での話 し方を学べたか。

◇論拠 に基づいて話せ るよ うになったか。
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5

(1)

(2)

生徒はどのように学習に取 り組んだか

事前準備(概 論 ・留意点の説 明)

第1時 に、授業計画 と学習のね らいを明らかに した。生徒はかな り興味を示 しなが ら熱心

に取 り組 んでいた。生徒 自身 も 「論理的な表現力」を身につけることの必要性を理解 してい

るとい うことが感 じられた。 しか し、実際に 自分た ちがス ピーチやデ ィベー トをやることに

ついては、未経験者が大半であ り、不安な様子 も見 られた。

嘘 滋 「全員が行う」ということにかなり 繍 灘 羅

緊張感 を持 ったよ うである。 スピーチに対す

る取 り組み姿勢 は、 クラスの雰囲気 にもよる

が、若干の不安感 も見 られた。

しか し、全員 が行 うことによって、その負

担が軽減 され、意欲 をもった者 にはよい機会 ヤー一一一}

と受け止め られたよ うである。

実際 に行 ってみる と、普段 クラスで目立た

ない生徒が、発表によって級友に認められて

自信をつけるとい う場面もあ り、生徒にも好

評で、効果的な学習活動 となった。

スピー チのテーマはあえて自由 としたため

生徒は各 自の問題意識 を改めて振 り返 ること

になった。ス ピーチの準備のため、図書館を

利用 した とい う報告 もあった。 スピーチのテ

ーマは、「報道のあり方」や 「地球温暖化」な

■フオーマルな話 し方

口聞 く姿勢

ス ピーチをす る生徒

どの社会問題 から、「部活動」 「携帯電話」など身近なものまで様々であった。

q月30日3組 スピーチ者・ 評儲 、

タイトル・ マ ナーに つ レ1て

i 話す姿勢(姿 勢よく、堂々と聴衆を向いてセ・たか) 5●321

2 話 し方( 舌す問や 口調、声の大きさは適切か) 54③21

3 話すこと a(適 切なことばを用いていたか) 54Q321

4 話す内容(わかりやすかったか) 4321

5話 す構成(うまく組み立てられていたか}
Q4321

特に良・噸 話 蘇 毘 ド。 内琴の分 か弾 礎 。

順 序 だて。

謙辮難蘇驚
「ス ピー チ」 にっ いて の評 価 シー ト

評価 シー トは順番 に一 人ず っ

が記 入 したが、評 価 はおおむね

適切 で あった。話 す際 の視 線 に

気 を付 ける、語尾 を不必 要 に伸

ば さない方がい い、 といった具

体的 な指 摘、評価 が見 られ た。

聞 く側 の生徒 が評価 を通 して、

客観 的に改 まった場で の話 し方

の留意 点 を学習 できた こ とが う

かがえる。

また、友人 が何 を考 えて どの

よ うに表現す るのか非常に興味が

あるよ うであり、友人の意外な一

面 を知 ることができて良かった と

い う声が非常に多かった。 このよ

うに、生徒の聞 く態度は予想 以上

に積極的であった。
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(3)デ ィベー ト

題材は教師が設定 し、否定 ・肯定は抽選で決定 した。 自分の

興味でテーマ、立場を選 んでいないために、取 り掛か りに くい

とい う声 もあったが、論駁に主眼をもっことができ、論拠 をよ

り深 く追求 しよ うとす る姿勢が見 られた。 「最初の考 えは浅か

った。」「自分 と違 う意見に、それ な りの根拠があった。」 とい

う意見が出た。

デ ィベー トのための班別話 し合いには、あらか じめ課題 とし

班別話し合い

て 「個人メモ」を準備 させ た。そのため活発 な意見の交換が見 られたが、主観的な意見が多

く、客観的な根拠や情報を活用す るとい う視点が不足 していた。 これは、感想を話すことは

あっても、客観的な根拠 を持 った意見を述べ るとい う経験 が乏 しいためと考 えられる。

資料の収集は、「何か ら手を付けて良いか分からない」 「欲 しい資料がインターネ ッ ト検索

できない」 とい う班もあ り、資料収集の方法 ・機会を提供す る工夫が必要であった。そ こで

.一 欝 欝 麟 讐縫 謝 麟鼎 禦 を求めておき'生徒の

難_蒙 繰1三趨1繰1難選藤

騨 糠
蕪鑑醒

罵網 鮮
3対3デ ィベー トを行 う生徒

性や確実な根拠 を踏まえる ことによ り説得力が増す とい

ったことの理解 が進んだよ うである。

最初 に論点を項 目として挙げる、定義やメ リッ ト・デ メ

リッ トを板書す る、な ど生徒 自身 による工夫も見 られた。

デ ィベー ト後 に生徒全員が判 定 と問題点 の指

摘 を行った。 この 「判定 ・指摘 シー ト」は、自

分 の評価や意見が直接参加者 に伝わ るため、生

徒 は熱心かつ具体的に書いていた。今回の評価

は話 し方よ りも内容 に主眼が置かれ、「立論 が明

確で説得力がある」「資料が効果的に使われてい

ない」「質疑が効果的ではない」などの意見が見

られた。 また、論 点をメモす ることによって、

論点を見極 める意識 も高まった。判定は、見学

者の判定投票 とい う形式 を取 ったた め、是非の

判定が一票読み上 げられ る毎 に歓声が上が り、

教室内には活気が見 られた。

終了後は 「や り直 したい」 「もっ とうま く説明

したい」 とい う意 見が勝ち負 けを問わず、参加

者か ら聞かれ た。 他の生徒 か らも 「大変そ うだ

けどや ってみ たい。」 「デ ィベー トゲームに参加

した者 は絶対に力がついた と思 う。 自分もやれ

ばよかった。」 とい う意見が出た。全体的にはデ

ィベー トを肯定的に捉 え、論理的に考えるカが

付いたと実感 していた。

懇議…籔嚢繍譲叢難…

■ 論拠をもった話 し方

ロ メディアリテラシー

口 論点の明確化

デ ィベー ト 判 定 ・揃摘 シ ー ト

噸 ワ日ユ組 テーマ嘆 語の早期幼児教有ま%べ 蟹 あ4.,

膿 欝 瞳 、
否足

・(∋ ・ ・1

2質 疑 効巣的 霞質問をしていたか}
,.・(勲 ・ ・

・ ・③;'∵'3費 軌 __。 隊il
司 反駁 説得力・あ・松 ウ'5・ ⑤ ・1

,へ5

、a/3n1

・・・・・・・… 醐 ・姻 一 ごつ …i・o…

・雄 点 肯定 →T一 タn`99く で夏力塘 。

否1定→タし駁.でしっかし,意見力ぐ言えてしマ三.

悪肋 嬬 肯定吃 テーAt.t<甑 あ,たも切 顛 言編 まどこ?
・a姻 蕾7戸艮εも・と意識 ずべき

。

否定→ ・も と群 鞄 提 斜 る雌 財 三力脱 近 デ」韓 のか
・雛 ご刷 助 られひ 鰍tよ くなし・ ・ よくh`n`らr;い・
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(4)番 組 作 り(話 し合い ・番組作成)、 番組発表

デ ィベー トを経験 したこ とで、これまでよ りも活発で積極的な話 し合いが行われた。 これ

はテーマに対する考えがよ り具体的になって取 り組みやす くなったことと、論点が明確にな

ったためである。 また、判定に関わったことで、デ ィベー ト出場者だけでな く、見学者 とな

った班員 も積極的に意見が述べ られ 、参加することができた。班活動の形態にも慣れ、デ ィ

ベー トのゲーム性か ら連帯意識 も生まれて、主体的な班活動がなされた。

まず見学者の書いた 「判定 ・指摘 シー ト」 を

1甕融 灘 長蕪麺磯 検討 した。他人 に客観的 に評価 され ることに よ

って問題 点が明確 に意識 でき、具体的 な賞賛か

スピーチ ディベー ト らはや る気 と自信 を得たよ うだった。盛 り上が

ったクラスほ ど、協力的かつ主体的 に班活動が

フ
ォ
ー

マ
ル
な

話

し
方

総まとめ

撫 計 睡麟

轟ぐ＼`
1

}＼ ぺ

る

む

　劉籔 鐘

瓶
相談しながら番組作りを行う生徒

魎

幽

行 われ、デ ィベー トで足 りなかった論拠 を補完

し、構成 を練 るな ど、 よ り論理的な表現を模索

す る様子が見 られた。 また、 グラフや表 を作成

し、興tを 引 くよ うな導入の仕方を考 える等、

プ レゼ ンテーシ ョンを積極的 に工夫 していた。

また、 リハーサル では発表者に皆で細か く注文

を付けるな ど、話 し方 にも注意 が払われた。番

組 は最初 に参考 と して提示 した 「視点 ・論 点」

「クロー ズア ップ現代」型の他に、ゲス トコメ

ンテーター付きの報道番組型やインタ ビューを

交えたニュース型 な どユニー クな作品がつ くら

れた。 この よ うに、番組 作 りを通 して、これま

でに学んだ論理的 な表現方法 を、総仕上げ と し

て主体的に復習 し、体得 していった。

しか し、 こ うしたグループ学習では、班 に よ

って役割や仕事量 に対す る不公平感や 、人間関

係や運営上の悩み も多 く聞かれ た。教師 が個人

レベル での相談に応 じ、心理的 なス トレスの軽

減 を図 るとともに、意欲の無い者 には具体的 な

指示 を出 し、作業型 の仕事を進 めなが ら、班員

相互の関係改善を行った。

コメ ン テー ター 付 きニ ュー ス番 組
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(5)単 元の学習を通 して生徒 はど う変わったか

まず、人前で発表する、意見を言 うことに対す る抵抗感 が減 った。 また、「フォーマルな

言葉遣い」 を意識す るとともに、論理的な内容(論 拠 の明確 さ ・情報の妥当性)を 意識す る

よ うになった。特 に、デ ィベー トを経験 した後には、論拠を示 しなが ら意見を述べ る重要性

に気付いたようである。 さらに、番組づ くりを通 して、ス ピーチ ・ディベー ト時点での反省

点を自分たちで確認 ・消化 し、論理的な表現力を身にっけた、 とい う自信をもったよ うであ

る。 自己評価 シー トには、 「話 し方や人前で話す ときの態度が良 くなった。」「論拠 を重幌す

るよ うになった。」あるいは、 「他人の話の主旨をっかみ、それに対 して考えるようになっ

た。」 「問題をいろいろな側面か ら見る必要性 を知 った。」 「文章の読解だけでなく、論理的に

話す練習は 自分に必要だと思 った。」 とい う意見が見 られた。

さらに、 この一連の学習活動 を通 して、互いの能力 を認 め合 い、共同で学習に取 り組む姿

勢が生まれた。ス ピーチやディベー トの中で、級友が社会問題 などに対 して自分の考えを も

ち、論理的な話 し方ができることに刺激を受け、教室内に級友 に対する敬意や社会的な問題

について考えた り、議論 した りす ることを肯定的にとらえよ うとす る雰囲気ができたよ うで

ある。ア ンケー トにも 「人の意見を大切にす ることを身につけた」 とい う意見が多く見 られ

た。 これまでは評価 を教師に求めが ちであったのに対 し、「級友の意見が闘きたい」 「みんな

で判断す ると公平でいろいろな意見が聞ける」 と、積極的に級友の評価 を聞き、そこか ら問

題点 を発見 しよ うとす る姿勢 も見 られ るよ うになった。

総

合

評

価

シ

ー

ト

(
自

己

評

価

)

組 番 氏 名()

A・B/肯 ・否/テ ーマ()役 割()

1論 拠 の必要性を理解できたか。 5●321

2 公的な話 し方や語彙が身に付いたか。 540321

3 人前で話すことが苦にならなくなったか。 5●321

4情 報 ・資料の収集や活用などがうまくできたカ 5Q321

5聞 き手や評価者としての視点が身に付いたカ 54Q321

6活 動 に主体的に取り組めたか。 5●321

7班 活動においてよく協力し、積極的に参加できたか。 5●321

特に頑張った点・良く伸びたカ
ー番伸幽 麗 肋 け.揃 で著甜 い の鴛 ぞす該 樽 で看鮎 締
1て晦 い入痢 ぐ話 働 、秒 し栃 ・"し勉 噛 励 養 髄 樹 鋤K

宅 補 ンゐ1魂 訳 と甑1封 。久ヒ。琢 組 十,入前 で瀦 れ 袖 タ欲 哲

zヒし ドなでが勉 獅 惣 噂 欧 ・爾 が 宅・知 で鷺 簡螺 、・手働 乃

舵 ケい勲 、吹 幌 崎 す。劣 ペートイ1ケ.爾 繊 厩 備 詔 而 蕩久
鷹:丑 比 ム凪 鉱し工姐まユ乙臨 二劫 二工五k.L急 こ圭ゴ.

反省点・あまり伸びなかったカ

スピo一手 の耐.封 ぞ揃 で言舘 のが慣 粗 ㌧呼 ガ派 庶 猟 勧 額

が卿 ず1穐 向 くで助1勧 ゐ吻 力・嵌 軌 が し孝す泊 伽 塩 鮭 ・と

よく錘麟 し4物 うKl揃 老孔僅 々と筋 で肋 味 切 ゼ と牲・彦 し1¥a

告長、多ほ活勧 で億.入まかせKしrし きりてじカピあ りkし ナぐ。
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6成 果 と課題

(1)成 果

スピーチ、ディベー ト、番組作 りとい う一連 の学習活動 に、生徒 たちは興味、関心 をもっ

て取 り組んだ。

① スピーチ

クラス全員 が取 り組 んだス ピー チは回を重ねる毎 にその質が 向上 してい った。それは順番

の遅い生徒 たちが先 に行 う生徒のス ピーチを聞いて、反省点 を学習 し、それ を自分の スピー

チに生か したか らに他 な らない。話す内容 に限 らず、話す ときの姿勢、スピー ド、 口調 にも

注意 を払い、 自分の言いたい ことを相手に伝 えるために必要な こ とは何か を学んでい ったよ

うだ。その成果 は次の学習、デ ィベー トに顕著に現れ る。

②デ イベー ト

デ ィベー トで最 も重要なことは正確な資料収集 と情報整理 で、そ こで初 めて論理的 な話 し

方の構築 がな され るの である。生徒か らは、「いろいろな物事や事件な どにつ いて深 く考え

るよ うになった」「説得力ある話や深 みのある主張をす るためには、ただ話 し方が うまけれ

ばいい とい うわけではな く、入念 な下調べや様 々な経験があってこそだ とい うことに気が付

いた」 といった率直な感想が聞かれ た。 また、 「自分の意見や気持 ちを正確 に伝 えるた めに

どう話せ ばいいのか考 えるよ うになった」 「人を説得す るた めの話 し方を意識す るよ うにな

った」「聞 く側 の知識 を考慮 して話 さなければな らないことこ とに気付いた」 とい う感想が

複数 あった ことも成果 と考 えている。

③番組 作 り

番組 作 りは 自分た ちの論理を客観的に検証する とい う意味で大変有効 な学習活動だ った。

生徒たちはデ ィベー トゲームのあ との反省 と評価者か らの意見 をもとに、立論を再構築 して

映像表現 として発表 した。 グループに よっては 目を見張るよ うな構成 で 「視聴者」 を引 きつ

けるものもあ り、第三者 を説得す るための手段 として効果的で あった。

(2)課 題

課題 と して、次に6項 目を挙げ る。

①ス ピーチでは話題の偏 りや時間オーバーが問題になった。

②先 に発 表 した級友の反省 を十分生 かす ことなく、同様の失敗 を繰 り返す生徒 も見 られ た。

③デ ィベ ー トでは、説得力あ る話 し方 と内容 とが両立 しに くい とい う傾 向が見 られ た。

④調べ学習の時間が ど うして も不足気味であった。

⑤ クラスメイ トに気を遣 うせ いか、質疑や反駁 のパ ワーが弱い と感 じられるこ ともしば しば

だった。

⑥番組作 りでは、準備 時間が不足 し、質的な高ま りが不十分 となる傾 向が見 られた
。

今回の学習によって、論理的な表現力を もっ ことの重要性 を生徒たちは十分理解す ること

ができたわけであるが、このよ うな学習を継続的 に実施 し、実社会で生かせ る力 として定着

させてい くこ とが大切である。そのためには、3年 間の国語教育を通 した指導計画の作成及

び指導方法の開発 が最 も重要な課題 であると考 える。
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N-2指 導の実際

他校 の生徒 と相互評価 を行 う機会 をもつ ことによって、 自己の論理的な表現 力を育てる指導

の工夫

1単 元設定の理由

アンケー トの結果か ら、想像 していた以上に高校生には改ま った言葉遣いや論理的な表現

力 を必要 とす る文章 を書 く機会が少ない ことがわか る。 したが って、就職や進学のために小

論文や面接 の対策を迫 られ た ときな どに、多 くの高校生は初 めて 自分 の意見や主張をわか り

やす く相手に伝 える表現方法 にっいて悩み始めるのが実態 である。少 なくとも高校生は学校

生活の中で、仲間同士であるか らこそ通 じる表現に依存 してい ると言 える。職員室 において

も、教師に対 して丁寧 な言葉遣いのできない生徒が時折見受 けられる。友達言葉 を許せ ば、

生 き生きとしゃべ り続 ける生徒が、言葉遣いを注意 された途端 に言葉 に詰 まって しま う。学

級 目誌 にはクラス内の出来事 を喜々 として書 き連ね るが、原稿用紙 を前にす るとペ ンの動 き

が止 まって しま う。そのよ うな生徒 の割合は決 して低 くはない。 また、同 じクラスであって

も親 しい関係 にない者 とは会話の経験 を全 くもたない とい う生徒 も少 なくない。

このことか ら、高校生 の表現力に論理性が欠 け、社会生活 を営むのに大きな不安 を感 じさ

せ る大きな理由は、仲間内でのみ通 用す る表現 に依存 してい ること、親 しい間柄 にある人物

以外 との コミュニケーシ ョンを避 ける傾向が強い こと、の2点 にある と考えた。

そこで、本研究では、全 く面識 のない同世代の他校 生に自分の意見 ・考えを伝 え、相互評

価を行 う機会をもつ ことの効果に着 目 した。 そ して、生徒 たちが 日頃 の表現では不十分であ

ることを認識 し、実社会 にお いて的確 に 自分の意見 を伝 えるこ とのできる表現 とは どの よ う

なものであるかを学ぶ ことを 目指 した。

2指 導の工夫

①相手が 自分の考えを察 して くれ るだろ うとい う姿勢を取 り除 くため、学校 間連携 を用いた。

②小論文のテーマを示 した後 、クラス内で小規模 なデ ィベー トを行い、 自分 の意見 ・主張 を

明確に した。

③意見文 については事前に評価 の観点 を指示 し、例 を挙げて書 きやす くした。

④ 自己評価を的確に行 えるよ う、 自己評価 シー トを作成 した。

3評 価の規準

①小論文の内容をよ り論理的 にす るためには、的確 に情報 を収集 ・整理する必要があること

を理解 したか。

②読み手である他校生の存在 を意識 し、身近な相手 に伝 え よ うとす るときよ りも表現に工夫

が必要で あることを理解 したか。

③相手の文章を評価す る中で、論理的 に書 くことの必要性に気付いたか。

④他者の評価 を受 けることによって より論理的な文章を書 くきっかけにできたか。

⑤ 自分の付 した意 見文に よって、相手の小論文が どの よ うに論理性 を増 し、わか りやす くな

って きたかを確認 できたか。

⑥他校生の再評価の意見文が 自分 の工夫 した箇所 に触れ られ ていることを確認 できたか。

⑦文章をよ り論理的 に書 くことの必要性や 自分の主張を論証す る方法を理解 したか。
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4単 元の指導計画

(D単 元名 社会生活 を意識 して、 自分の意 見を明確に書 く

(2)単 元 の 目標

①相手 を説得す るためには、情報 を有効に活用 して論拠を明確 に し、論理的な表現力 をもつ

ことが必要 であることを実感す る。

②正 しい言葉遣 い と、正確 な語いを用いて、社会生活で通用す る論理的な文章を書 く。

③身近でない相手 に対 して 自分の意 見を述べ ることで、論理的な表現の必要性 を認識す る。

④主体的に表 現力の向上に取 り組み 、 自分の意見 を相手に伝 え よ うとす る意欲を もつ。

⑤読み手 を意識 した表現をす ることによ り、 自分の文章 を客観 的に見 る。

(3)学 習活動の概要(6時 間)

この単元に入 る前 に、 自分の書いた文章 を人に読まれ ることや 、他者の文章 について どの

よ うな意識 を持 ってい るか、意識調査 を行 う。

①意識調査の結果を聞いて、論理的な文章を書 く

ために自分には何が欠けているかを認識す る。

②論理的な文章を書く課題

「映像メディアと活字メディアの どちらがニュ

ース報道に適 しているか」についての説明を受

ける。

③課題について 「例えば どのような報道がな され

ているか」な どからそれぞれの特徴をクラスで

挙げていくことによって自分の主張を明確にし

てい く。(教 室内で簡単なデ ィベー トを行 う)

④小論文 を書 くための構成を考え、自分の主張を

論証するための資料を次時までに収集する。

(映像メディア と活字 メデ ィアが同 じニュース

を報道 したものについて比較検討す ることを、

論拠 とする)

①収集 した資料をもとに、1の ① を意識 しながら

小論文を作成する。

②論理性を重視 した文章を書 くために、資料を有

効に根拠 として利用する。

③語いや言葉遣いに注意する.

(他校の生徒と小論文を交換す る)

○論理的な文章 とは どのよ うなものか理解を図

る。(不 特定多数の相手に、誰で も分かるよう

な言葉や論理性 をもった文章 を書 くことの重

要性を認識する)

○論理的ではない文章 とは何かとい う例 を挙げ

身近な相手には省略や、断片的な表現な ど論

理的 とは言えない表現を使っていることに気

付 く。

○報道のあ り方について話 し合 うことによって

社会に目を向ける。

0社 会的な問題 にっいての情報 を入手す るため

に、調べ学習をする。

◇ どのような表現が論理的であると言えるかに

ついて理解 したか。

◇ 自分の主張を論理的な表現にするためには、

論証するための資料が必要であることを理解

したか。

○ 「他校の生徒に読んでもらうこと」を意識 し

て書 く。

○書いたものを推敲する習慣を身に付ける。

◇ 自分の主張を論証をするための具体的な事例

や資料を交えて、小論文を書 くことができた

か。

◇相手にわか りやす くなるように表現 を工夫 し

適切に推敲することができたか。
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3

4

5

6

①他校の生徒の小論文を読み、論理的であるとこ

ろと、わかりにくいところにっいて、評価 した

意見文を書 く。

②その意見文 も論理的に整って相手に良 くわかる

ように気を付ける。

③他校の生徒の小論文について検討する中で、自

分が今まで発見できなかった論理的な根拠や、

優れた文章表現を学ぶ。

1

(他校の生徒と小論文を交換する)

①他校の生徒により評価 された自分の小論文を見

直 し、自分の小論文について、再び推敲する。

身近ではない相手に自分の言いたいことを的確

に伝えるためには、論理性が必要であることを

実感する。

②4の ①をもとに、課題の小論文を書き直す。

!

(他校の生徒と小論文を交換する)

再度、他校の生徒の小論文を読み、前回 と比較

して良くなったところを再評価する。 さらに評価

をする際に、意見文の論理性が前回より高まって

いるかを確認 しながら書く。

1

(他校の生徒 と小論文を交換する)

①前時まで(第1時 から第5時)の 内容について

自己評価 を行い、自分の小論文の論理性が高ま

ったことを確認する。身近ではない他者に自分

の主張を的確に伝えるためには、 しっか りした

論拠を持って、論理的に文章を書 く必要がある

ことを自覚するC

② 自分で調べた り、相手の小論文を読んだ りする

ことにより、自分の意見を述べるためには社会

的な問題にっいて情報収集を続けることの必要

性を認識する。

○相手の主張にしっか りとした根拠があるか、

文章が乱れていないか、社会的な視点に優れ

た ものがあるかなど、評価の観点を指示 し、

例 を挙げて生徒が意見を書きやすくする。

(一人3枚 の小論文を読んで、評価する)
「

◇相手の文章 を評価す る中で、論理的に書 くこ

との必要性 に気付いたかC

◇読み手を意識 して意見文を書 くことで自分の

文章 を客観的に見る視点を持ちよりわか りや

すい語い、言葉遣い、表現を工夫したか。

○他校の生徒が評価 している意見文の内容を理

解 できるかについても補助説明を加え、 自分

の考えを伝える際には どうすればわか りやす

いかを学ぶ。

○書き直 した小論文はどこを改善したのかをは

っき り意識 させる。

◇相手の小論文を読み、他者の評価 を受けたこ

とによって、 より論理的な文章を書 く手がか

りとなったか。

◇他者の評価を得ることによって、さらに意欲

的に意見を伝えよ うとしたか。

○前回 と比較する際に、 自分の指摘 した意見文

の内容が、相手の小論文の変化に反映 してい

るかを読み取る。

◇前回の小論文 と比較 して、どのような点に工

夫がな され、それによって論理的になった、

わか りやす くなったことを確認できたか。

○評価について は、自己評価シー トを用いる。

その他 に、この学習活動を通して自分の文章

を書 く意識 が変わったことについての反省 を

書 く。

0他 者の評価を受けることで、よ りよく書 こう

とする動機付けになったことを確認する。

◇再評価の意見文が、自分の工夫 した部分に触

れ られていたか。

◇論理的な文章を書 くことや、自分の主張を論

証する方法にっいて理解 したか。
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5生 徒は どのよ うに学習に取 り組 んだか

(D対 象 クラスへの事前意識調査及 び調べ学習の指導

対象 クラスの生徒に 「書 くこと」 に関 しての簡 単な意識調査 を行 った。以下がその内容で

ある。

「書 くこと」に関 しての意識調査

① 文章 を書 く上で、以下の項 目が身についている と思いますか。

4よ く身 についている3身 についている2あ ま り身につ いていない

1身 にっいていない の うちあてはまる番号にそれぞれ丸をつけてくだ さい。

ア テーマに対 して、何を書けばよいかを短時間で考える。

イ 自分の書きたい ことを順序 よくま とめる。

ウ 文章を長 くふ くらませ る。

工 誤字、脱字を書かない。送 りがなを正 しく書 く。

オ テーマに対 して適切な言葉遣いや表現を用いる。

力 原稿用紙 を正 しく使 う。

キ 文章を書き始める前に、下書きメモを書く。

ク 提出す る前に読み返 して、推 敲する。

》

》

》

》

》

》

》

》

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

《

《

《

《

《

《

《

《

② あなたは同年代の人の書いた文章(作 文や小論文)を 読んでみたいですか。

ア はい イ いいえ ウ わか らない

③ あなたは 自分の書いた文章(作 文や小論文)を 同年代の人 に読んでもらいたいですか。

ア はい イ いいえ ウ わか らない

①の質問 に対 しての回答は、ほ とん どの項 目で2と1が70%を 占めた。②の質問に対 し

ては、80%が ア と答 え、③ の質問に対 しては50%が イ と答 えた。

身近 でない人に 自分の考えを伝えるためには、明確な論拠 に基づいて話を しなければならな

い。 また、相手によって言葉遣いや用いる表現 も工夫 しなけれ ばな らない。それ に気付 くよ う

に、書 いた文章を生徒 同士で交換 し、相互評価を行 う指導 を考 えた。 しか し、アンケー ト結果

をみると他人の書 いた文章は読んでみたいが、自分の文章 は読 まれたくない とい う生徒が多い。

クラスの生徒 同士だと、遠慮が生 じた り、馴れ合いになった りとい うこともある。校内の他の

クラス と交換すると しても、やは り同様の問題が生 じやすい。

そ こで、他校 との学校間連携で、文章 を交換 し、相互評価 を行 うことに した。全 く面識のな

い他校の生徒 に自分の意見を理解 して もらうには、論理的な表現 が必要であることが実感で き

るのではないか、また相互評価によ り相手の文章の良かった点、足 りなかった点を書 くことで、

さらに論理的な表現の必要性を実感 し、身につけることができるのではないかと考 えた。

宿題 として、新聞(活 字メデ ィア)及 びテ レビ(映 像 メデ ィア)の ニ ュースの長所 と短所を

それぞれ考えてくるように指示 した。はっき りした主張ができるように、学校 ごとに、活字メ

ディア優位 か、映像メデ ィア優位 かの立場に立って考え させ た。社会的な問題 に対 しての興味

関心 を高める機会 と考 え、箇条書きでよいか ら、なるべ く多くの論拠を考えて レポー ト用紙に

書いてくるよ うに指示 した。
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(2)調 べ学習 ・討論、小論文作成 、添削 ・相 互評価1

初 めに、教師が前述のアンケー ト結果 を報告す る とともに、単元のね らいについて説明 し

た。続 いて、生徒が宿題 を発表 し、それを参考に しなが ら生徒同士で簡単な討論を行った。

新 聞にもテ レビのニュースにも一長一短あることを理解 した。 次時 に 「映像 メデ ィア と活字メ

デ ィアの どちらがニュース報道に適 しているか」 とい う小論文 を書 くことを説明 した。また学

校 間で小論文を交換 し、互 いの文章を添削 し合 うことも知 らせ た。(第1時)

前時の資料 を参考に しなが ら、小論文 を書いた。他校生 と交換すると知 らされてい るためか、

生徒同士書き上げた論文 を自主的 に交換 して読み始 めた。そ してお互いに意見を言い合ってい

た。 これは普段の授業では見 られない光景であった。 時間内に書き終えられなかった生徒 は家

で完成させた。(第2時)

交換 した意見文の添削を行 った。生徒一人にっ き3～4人 分の作品を添削 した。添削は 「良

い ところ」 「分か りに くかった ところ」それ ぞれ に線を引き、 さらに具体的に 「どのよ うな点

が良かったか、分か りにくかったか」を文章 で書いた。

他者 の小論文の添削 を通 して、「自分の文章 も読み返 して推敲すれば よかった」 とい う反省

が見 られた。 「主張 がはっき りしていない」「表現方法があいまい」「比喩が適 当でない」 「話 し

言葉 で書かれている」な ど、論理的で分か りやすい批評 の言葉 を書 くことに苦心 していた。

自分の考えを伝 えるための語いが不足 してい るこ とも実感 していた。(第3時)

生徒原稿(添 削 ・相互評価)
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(3)小 論 文の推敲

他校の生徒 に より添削 ・評価 され た 自分の小論文を見直 し、書 き直 した。誤字の指摘があ

った場合 は辞書で正 しい字 を確認 した。分 りづ らい と指摘 され た部分は、教師 と相談 しなが

ら手直 しを した。 自分の主張があいまいであった ことを改めて実感 し、論理的に書かなけれ

ば他者 に 自分 の考 えを伝 えられ ないとい うことを理解 した。(第4時)

授業風景(真 剣な表情で取 り組む生徒たち)

生徒原稿(小 論文の推敲)
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(4)添 削 ・相互評価2、 自己評価

再び他校 の生徒 の小論文を読み、前回 と比較 して良 くなった ところを再評価 した。特に意

見文 として論理性 が高まっているか を確認 して評価 した。前 回の自分の添削 ・評価 が小論文

にどのよ うに反映 されているかを確認 した。反映 され ていない場合は、 自分の添削 ・批評が

適切であったか、分か りに くくはなかったかを再考 した。(第5時)

前時 までの内容にっ いて 自己評価 を行い、自分 の小論文が論理的になったことを確認 した。

身近でない相手 に自分 の考 えを伝 えるためには、論理的な文章 を書かなければならない とい
マ

うことを理解 した。他校の生徒 との相互評価に より自分の小論文の良い点 と悪い点が分か り、

小論文の主張が明確になって きた。他校の生徒 との小論文の交換は、かな り刺激 になったよ

うである。交換 を意識 して調べ学習 を入念に行った り、友人 と活発 に話 し合いなが ら構想 を

練った りしていた。授業後の感想 には、今回のよ うな交換 を今後 も続 けたい、 自分 では分か

って書いているつ も りで も他者 には伝わ っていない ことが分か ったな どがあった。(第6時)

最終評価 シー ト 主な生徒 の感想 ・意見

① 相手の考 えを うま く吸収 して、新たに自分の考 えが生 まれ てくることができる。やは り

客観的に見て もらうことによ り、 自分が見えて くる。

② 他人の文章の良 さを探す ことはとても大変 なことであ る。悪い ところはす ぐ見つか るの

に。そ して同 じくらい、他人 に気持 ちを文章で伝 えるのは難 しい とい うことが分 かった。

③ 同 じ学年の人 に、わか りに くいと書 かれる と、少 し悔 しい気が したので、もっ と頑張 ろ

うとい う気に させ られ る とい うことが分か りま した。

④ まず、ひ とつひ とつ具体的 な例 を挙げることによ り、 よ りよ く分かって もらえることを

知った。そ して、 自分の意 見を他の人に評価 され ることで、いろいろな考え方が分 かって

良か った。

⑤ 相手の文章を読む ことで、 自分 とは違 う考 え方や、論 の展 開の仕方 、違った文章表現 を

知った。 いつ もよ り緊張 して書 き、何度 も読み返 した。

最終評価 シー ト
1、 論 理 的 な 文 章 と は ど の よ う な も の か が わ か っ た 。

ア 、 よ く わ か っ た イ 、 少 し わ か っ た ウ,あ ま り わ か ら な い エ 、 全 く わ か ら な い

2、 身 近 で な い 相 享 に 自 分 の 考 え を 伝 え る に は 、 論 理 的 な 文 章 を 書 か な け れ ば な ら な い と
い う こ とが わ か っ た 。

ア 、 よ く わ か っ た イ 、 少 し わ か っ た ウ 、 あ ま り わ か ら な い エ 、 全 く わ か ら な い

3、 他 校 生 との 相 互 評 価 に よ り 、 自 分 の 小 論 文 の 良 い 点 と 悪 い 点 が わ か っ た 。
ア 、 よ く わ か っ1た イ 、 少 し わ か っ た ウ 、 あ ま り わ か ら な い エ 、 全 く わ か ら な い

9、 他 校 生 との 相 互 評 価 に よ り 、 自 分 の 小 論 文 の 主 張 が 明 確 に な っ た 。

ア 、 と て も 明 確 に な っ た イ 、 や や 明 確 に な っ た ウ.あ ま り 明 確 に な ら な か っ た
エ 、 全 然 明 確 に な ら な か っ た

5、 他 校 生 と の 相 互 評 価 に よ り、 自 分 の 小 論 文 の 主 張 を 支 え る た め に 、 は っ き り と し た 根

拠 を あ げ る こ と が で き た 。
ア.よ く で き た イ 、 少 しで き た ウ 、 あ ま りで き な か っ た エ 、 全 く で き な か っ た

6、 今 回 の 授 業 で 、 論 理 的 な 文 章 を 書 く 二 と が で き た,
ア 、 良 く で き た イ 、 少 しで き た ウ 、 あ ま り で き な か っ た エ 、 全 く で き な か ろ た

7、 他 校 生 と作 晶 交 換 を し た こ と は 、 良 か っ た かC

ア 、 と て も 良 か っ た イ 、 少 し良 か っ た ウ 、 あ ま り良 く な か っ た
エ 、 全 然 良 く な か っ た
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6成 果 と課題

(1)成 果

同世代の他校 生に 自分の文章 をみて もらうとい う説 明を受 けたせ いか、普段 よ り入念に下

調べ を行 うと ともに誤字、脱字に も一層注意 をは らい集 中力 と緊張感 を持 って取 り組 んでい

た。 また、他者 に見せ るとい う意識が高 じたためか 自主的に生徒 同士が書 き上げた論文 を交

換 し読みは じめ、お互いに意見 を言 いあ うな ど意欲的態度が随所 にみ られ た。

同世代の他校 の生徒の文章 を読む姿は真剣 その ものであった。論文 を書 くことと他者 に対

して評価 を書 くことの違い と、他者 を評価 す ることの難 しさに当惑 していたのである。 そこ

か ら他者に対 して評価 を行 うためには 自分 自身がその論文の主 旨をよ く理解 していなけれ ば

な らない ことに気付 き、人 を批 評す る とい うことは独 りよが りの考 えや軽 はずみな憶測 では

立ちゆかない ことを理解 した。 さらに 自分の考 えを伝 えるための語いが不足 してい ることを

痛感 していた。

相 手か ら評価 された 自分の論文 を読み返す ことによ り、 自らの文章における欠点 を修 正 し

て文章力の向上につながった。 同世代の新鮮 な批評が新たな発 見のきっかけとな り、論理 的

に表現す ることの必要性 を痛感 した。以下、今回の実践における成果 を改めて列挙す る。

① 極めて意欲的 、自主的 に授 業に取 り組 んでいた。

② 読んで も らう相手 を意識 して常に緊張感 をもっていた。

③ 自分の文章に欠 けているもの を認識若 しくは再認識す ることができた。

④ 相手に理解 してもら うた めに様 々な表現力 を身 に付 けたい とい う向上心 が芽生えた。

(2)課 題

今回の学習 によって身につけた 「論理的に表現す るカ」は、まだきっかけの段階である。

日々の学習 を通 じて定着 させ、 自分のものとしていかない と、 これか らの社会生活 に必要な

論理的 な表現力 を十分身に付 けることはで きない。 そこで、教科指導やホームルー ム活動、

学校 行事 な ど、学校教育のあ らゆる機会 に 「論理的な表現力」 を磨いていくよ う取 り組 む必

要が ある。

又、 自分 の意見 を育 て、その論拠 となる社会的常識 や、現代用語の知識、時事問題への認

識 を深 めるためには、 日常的に社会問題 に触れる必要があるが、前述のアンケー トに見 られ

るよ うに生徒 の読書習慣は希薄 である。基礎的な知識 や教養 を身に付 けるた めに、読書習慣

を身に付 ける とともに、社会へ の関心 を高める工夫 が求め られ る。

生徒の 「ものを書 く」 「自分 の意 見を述べ る」 こ とに対す る抵抗感は依然 として大きい。

現代 の高校生 は 「伝 えな くては分 か らない」 「分 かろ うとい う努力が コ ミュニケー シ ョンを

生み出す」 とい う経験を継続的に行 ってい く必要がある。

最後に、今後 の課題を2点 挙げてお く。

① 今回は 「映像 メデ ィア と活字メデ ィアの どちらがニュース報道 に適 しているか」 とい う

題で小論 文 を書いたが、今後継 続的に社会に興味をもっ ことのきっかけになる時事問題 な

どを扱 う方が、 さらに意欲 を引 き出す可能性 もあると考 え られ る。

② 原稿 用紙 の他 に、調べ学習 をメモす るワークシー トや 、小論文の構想 をメモす るシー ト

を準備す る とさらに論理性 の高ま りを実感できたのではないか と思われ る。
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Vま とめ と今後の課題

1研 究のま とめ

本研究では、改まった場で多人数 を相手に話 した り、親 しい間柄にない他者に対 し論理性

に気を配 って文章を書 いた りす る機会 をもたない生徒 に対 して、社会人 として必要 とされ る

言語能力 を育成す ることを 目指 し、 「社会生活 で必要 となる論理的 な表現力 を育成す る指導

及び評価 のあ り方」を研究主題 として、二っの研 究仮説 に基づ き検証授 業を行い、以下の成

果 を得た。

「話す ことの領域」では、三段階の取 り組み によ り、前段階で得 られた成果を次の段階 に

生か しなが ら生徒 の興味や意欲 を引 き出 した。単元全体を通 じて論理的に話す ことの意義や

方法 について生徒 の理解 が進 んだ と考え られる。

デ ィベー トは効果的な学習 方法 として知 られてい るが、我 々はそれ に加 えて 「番組作 り」

とい う手法を取 り入れ、デ ィベー トのために準備 した立論 とそれ に対す る反駁 を再検証 させ

た。 そこで生徒たちはあらためてコ ミュニケー シ ョンのためには論理的 な表現力が必要不可

欠であるとい うことを学んだ。 自己評価 、相互評価 を行いなが ら授業を進 めることによ り、

生徒の姿勢にも積極性が感 じられ るよ うになった。今後は これ らの経験 をふまえ、あ らゆる

コ ミュニケー シ ョンの場で 「論理的 な表現」を行 ってほ しい と期待 している。

「書 くことの領域」では、他校 の生徒 と相互評価 を行 うことによ り、生徒が小論文に取 り

組む ことに対 して非常 に強い意欲 をもったこ とが何 よ りの成果 であった。誰が読んで も論 旨

が明確に読み とれ るよ う、文 章の論理性や客観 性に留意 しなけれ ばな らない とい うことに気

付 くことができた と考 える。 論文にふ さわ しい文章 とは どの よ うなものかモデル を求めた り、

言い回 しの適不適 を 自発的に確 かめよ うとした りす るな ど、 よ りよい文章 を書 こうとす る姿

勢が大いに向上 した と言える。他者の文章の論理性 の不足 を指摘 した り、他者 の評価 をもと

に書 き直 した りす る作業 を通 して、多 くの生徒 はよ り一層論 旨の明快な文章 を書 くよ うにな

り、またそれ を自覚す るよ うになった。 日ごろ、よ りよく表現す ることを求め られ る場 が乏

しいため、生徒の表現力の向上の機会 も少なくなってい ると思われ るが、この実践がそのた

めの良い機会 になった ことが確 かめ られ た。

二つの検証を通 じてわかったこ とは、論理的な表現の機 会の少 ない生徒た ちに、そ うした

場 を授 業の中で提供す ることが有効である とともに、生徒たち 自身 もそ うした機会を望んで

い る とい うことである。 また、指導の各段階にお いて、的確 に 自己評価 ・相互評価を行 うこ

とによ り、授業のね らいの理解が進む とともに、次 の学習への意欲の喚起 につながる とい う

ことが確認 できたことである。生徒たちは、実社会 に触れ るきっか けを常 に求めている とも

言 える。関心の高いことが らを教材 と して取 り上 げることで、生徒た ちの興味を呼び起 こ し、

更に調べていこ うとす る主体的 な姿勢を育てるこ とができる と確信 した。

2今 後の課題

今 回の検証で得た成果 を単発的 に終わ らせず 、継続 、発展 させてい くことが重要である。

そのためには、年間の指導計画の 中での位置付 けを明確 に し、3年 間の継続 的指導を行 って

い くことが必要で ある。 また 、特別活動や総合的な学習の時間 をは じめ、学校の教育活動全

体で、論理的な表現力の育成 を考 えることもこれか らの課題 で あると考 える。
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